
 

①「阪堺線の再生・活性化に向けての取組み」についての意見 

 

河盛委員 

 「阪堺線の再生・活性化」について、以下の３つの観点から今後の取組みを展開すべきと考える。 

 

１．市民の交通手段として 

２．沿線の再生・活性化の起爆剤として 

３．堺観光のシンボルとして 

 

 以下各観点について述べる。 

 

１．市民の交通手段として 

 

 堺市民の通勤・通学の交通手段として、また、日常生活における市民の交通手段としての利便性向上が重要。

大道筋エリアの信号機停車が多すぎ、この区間の電車走行優先化による高速化が望まれる。また、高齢化社会

の到来で、高齢者や身体障害者にやさしいＬＲＴ車両の早急な導入が望まれる。 

 

２．沿線の再生・活性化の起爆剤として 

 

 かつて、堺市内の阪堺線の沿線には、きわめて大きな吸引力のあるスポットや施設がたくさんあった。大浜・

浜寺両海水浴場の廃止、市民病院の移転、山之口商店街の衰退と目玉がなくなった。 

 集客力の大きな町おこしの目玉となるスポット、施設を新設し、それらに付随する商業施設を誘致し、沿線

を活性化したい。阪堺線の巨大な潜在的利用客でかつ堺市内で期待できる巨大な潜在的消費者である大和川以

北の大阪市民を堺市内に引き寄せることは沿線経済の再浮上につながる。 

 目玉となる施設建設場所として旧堺市民病院跡の有効利用が望まれる。観光センター単独ではなく、収容観

客数の大きな（できれば府下最大の）ホールを有する新堺市民会館とその観光センターを併設して欲しい。ま

た、沿線の誇る歓楽街天神エリアを大和川以南の最大の歓楽街として整備発展させることが、夜の利用客の尐

ない阪堺線自身の利用客向上にもつながる。 

 

３．堺観光のシンボルとして 

 

 阪堺線は、大阪で唯一のチンチン電車としての希尐価値があり、また、創業百周年を迎え歴史的な古い車両

もあり、走る博物館としての価値も大きい。 

 チンチン電車は、他市でも観光のシンボルとなり、これらを上手に活用することが文化のバロメーターとな

っている。 

 函館市内を走るチンチン電車は市街の風景と一体となり、函館観光の目玉の一つになっている。また、車体

のボデイ広告の人気も高く、広告をのせるのも順番待ちで、広告料も値上がりしていると聞いている。 

 堺市の阪堺線の支援にあたり、阪堺線自身を堺観光の大きな目玉の一つとして、車両内の広告に加えて、堺

市内各駅の塗装、装飾、広告等にどんどん堺カラーを出すべき。 

 天王寺駅前で阪堺線の車両に乗った段階から、「堺」を体感するような広告だらけの車両があってもいいと考

える。 

堺市内の駅の駅舎の劣化はあまりにもひどく、観光客に快適感を与えることができるものにして欲しい。 

 また、現在、沿線の大道筋の緑地帯につつじが植えられたり、季節の草花が定期的に植え変えられたりして

いるが、ばらばらで統一性に欠ける。緑地帯をつつじならつつじに統一するとか、また、将来を考え、沿線の

歩道を桜並木にするとかして、花の沿線化の実現を期待する。 

 阪堺線のレベルアップが堺市のイメージアップに直結することを期待する。 

 



②「阪堺線の再生・活性化に向けての取組み」についてのご意見 

 

浅香委員 

①乗降口の段差を低くする 

 

②車内の乗降客数が尐ない時は冷房の調節をする。ある人から寒くて震えたと言われました。 

 

③観光客には１日乗り降り自由の券を用意したらどうでしょうか、他の都市で行っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③「阪堺線の再生・活性化に向けての取組み」についての意見 

 

弘瀬委員 

   私は日頃のガイド活動の中から感じていること、また、当協会員の意見を取りまとめて提案します。 

 

堺に来る観光客はここ４,５年で急激に増加、特にエージェントによるバスツアーが急増しております。バスなの

にチン電？と疑問をもたれると思いますが車窓からチン電を見て、｢あら！懐かしい。｣の声が必ず出ます。堺の

景色の一部になっているのです。｢百年の歴史を持つこの路面電車は・・・｣とガイドが始まります。すると｢一度

乗ってみたいわあ！｣｢はい、次おいでの折はチン電を組み合わせたコースでご案内します。｣という事で、二度三

度のお客様が増えてきております。 

ところが、フリーチケットで、おもてなしチケットで堺を一日見て廻ろうと意気込んでこられるわけですが・・・。

旧市内を北から南までは何とか行けても仁徳陵に行くには、バスしかない、南宗寺から仁徳陵に行くには暫く歩

かねばバスにも乗れない。仕方ないので仁徳陵はあきらめるか、というケースが沢山あります。これが日頃私が

感じている一番残念なところです。以下私の夢を箇条書きにしました。 

 

１、 チン電御陵線があれば、堺観光のルートが開かれます。チン電にも観光客があふれ、財政的にも豊かに

なります。 

 

２、 チン電の貸切ガイドに行く事もありますが、観光路線ではないので、車窓見学でも余裕が無いので、車

内での宴会電車になってしまいます。ゆったりしたチン電観光ができるよう、電車が二,三ヵ所駐車でき

るようなポイントがあればいいのにと思います。暫くそこで駐車、お客さんは下車して見学や買い物が

できる。勿論ガイドが案内します。 

 

３、 車内の改装、茶室か町会所のようなイメージにし貸切電車で、車中では当協会員が案内、接待、土産販

売まで出来たらいいですね。 

 

４、 それから、車内放送の活用です。和菓子や線香の老舗と刃物屋さんの紹介、そして観光名所の案内を停

留所付近でアナウンスすると効果的です。それは録音テープでいいです。そして、１日数回は観光ボラ

ンティアが乗車し市内全線をガイドするともっと効果的です。 

 

５、 福助電車が走ってますが、それだけでなく、線香の香りのする電車、饅頭屋さん電車、刃物屋さん電車

などを走らせ、それに乗り合わせると割り引きチケットがもらえて、お得感を持てる電車をつくる。 

 

６、 各電停付近の観光スポットの案内板を作る。 

特に、ゲートウエイとなる高須神社や綾ノ町には、派手な看板が必要です。 

 

７、 新今宮に安価なゲストハウスがあります。其処の外国人を南霞町からスタートの住吉大社プラス堺の観

光コースで来てもらうツアーを作る。 

 

８、 また、天王寺電停には堺に関する看板が一つもありません。観光都市堺をアッピールするものが必要で

す。もちろん恵比須町や南霞町にも。 

 

９、 文化観光拠点が病院跡地にできます。この辺りに電車をプール、または、引き込み線の場所を作っては

どうでしょう。 

以上、夢を実現させる為、一歩一歩前進していきたいです。 



④「阪堺線の再生・活性化に向けての取組み」についてのご意見 

 

 松永委員 

素人考えなのは十分承知した上での提案です。 

基本的コンセプトは“キャッチーで楽しく“です。 

堅苦しい考え方は、今尐し横へ置いておき、全ての沿線付近住民の方々に 

楽しんでもらえ、注目を集められる様な企画を練られればと心より思います。 

自分たちがまず楽しまなければ、多くの人たちを楽しませる事はできません。 

知識の深い世代と若いエネルギッシュな発想を共有し、今までに無い新しい阪堺電車を生み出すことが出来れ

ば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑤「阪堺線の再生・活性化に向けての取り組み」についてのご意見 

 

岸田委員 

阪堺線の再生・活性化に向けて 

・私共は、南海電鉄の「沿線価値創造と向上」コンサルタントとして、沿線の新たな価値を発掘し向上させ、発

信する活動を行ってきました。ターミナル開発だけで途中の駅の開発ができていないことに対し提案したこと

が受け入れられたからです。対象地域は、関空対岸にありながら関空効果も活かせないままさびれている南海

泉佐野駅周辺を最重点地域に、堺では堺のまちおこしの動き（はじまり塾）の支援を通して、与謝野晶子生家

跡を中心とした一帯でした。さらにその実績から、阪堺電気軌道の活性化会議にも参加することになりました。 

・この会議出席を通じて、阪堺の当時の営業課長と知り合い、南霞町に多数滞在している外国人旅行者対策を提

案、自ら阪堺沿線地域を踏査し、資源を発掘し、多言語マップを作成。このマップを当該地域のホテルや観光

案内所に配布する、という活動をしてきました。 

・これは、南海沿線をくまなく踏査し、地域の人とのつながりをつくり、新しい価値を発掘し、あるいは創造し

て、自ら事業を実施してきた結果、南海泉佐野駅海沿いの旧市街地一帯は、今や「長者伝説の町」ということ

で注目されるようになってきた、という実績と経験があるからです。 

 

・堺においては、宿院・大小路～綾ノ町にかけて、はじまり塾に与謝野晶子没後 65年企画を提案し、さらに晶子

生誕祭とその記念芸術祭を仕掛け、当初は与謝野晶子に関心の低かった地域や商店街も、現在は積極的に動こ

うとしています。特に宿院・大小路界隈は、堺の観光の拠点として、いよいよこれから地域の盛り上げが欠か

せない時機になってきたのではないでしょうか。 

・南海のコンサル時代、ずっと言い続けてきたことは、電鉄の活性化は、沿線地域の活性化なしには、絶対にあ

りえないということです。それには沿線価値の創造と向上が不可欠なのです。電鉄経営はまちづくりである、

つまり地域経営なくして電鉄の活性化もあり得ないということです。（同様のことは、南海電鉄会長 山中氏

も述べています。） 

・ターミナル開発やハコモノ建設だけで、あるいは、単発のイベントだけで、沿線地域の活性化はできません。 

・沿線の魅力を発掘する、なければ創り出す、あるのなら磨きをかける。さらに、沿線でまちづくりに動く人が

あれば、その支援もしてきました。 

・阪堺沿線活性化は、地域と電鉄会社との間に立って、コーディネーター、アドバイザー、コンサルタント、さ

らに、カタリスト（新しいことが起こるように仕向ける触媒役）として動く、専門性を持った人材が必要です。 

・そのような人材に対して、電鉄が私たちにしたような金銭的なことも含めた、何らかの具体的な対策を行うべ

きだということを、堺市からしっかりと阪堺に、もっと経営努力の工夫をするように、意見してもらいたいと

思います。 

・今のままでは、堺市の補助金にのっかって、まちづくりや地域経営には全く手をつけず、このような懇話会を

開いてさらに大きな補助金を得ようとしているようにしか見えないのです。 

・貴志川線の再生は、地元の住民から始まり、新しい経営者がまちづくりや地域経営に深い理解があり、その両

者の協働により実現したと言われています。阪堺も、沿線でまちづくりに取り組む人やグループ、店舗経営者

や企業とのつながりをつくることが望まれます。 

・人への投資は大変大きな効果を生みますが、その金額はそんなに大したものではなく、費用対効果は大変大き

なものであることも申し添えます。結局、地域の活性化は、人への投資を忘れモノへの投資ばかりしていても

実現しません。それはこれまでの数々の事例が証明しています。 

 ただし、まちづくりや地域経営というものは、すぐに答えがでるものではなく、数年以上にわたる長期の努力

を継続することが不可欠です。 

 

 

 



⑥「阪堺線の再生・活性化にむけての取り組み」についてのご意見 

 

福井委員 

 

市民公募資料にも記載しましたが、実施中の施策は第一弾の緊急支援策としては高く評価できますが、阪堺

線の社会的役割やその具体的な支援策の工程が十分、市民にわかるように示されているとは思えません。現状

は、折角の支援策も「10年間50億円」のフレーズが、当惑を残したまま一人歩きし、残念ながら一部の市民

に今なお阪堺線支援に反対の声があります。 

先ずは、１０年間の支援計画（阪堺電気軌道にとっての事業計画）を、数値目標を示した形で策定・開示し、

市民に丁寧に広報し、説明すべき考えます。また、支援計画の前提となる根拠（費用便益）も数値で示すべ

きと考えます。 

阪堺線支援策で留意すべきと考える事項は以下の通りです。 

・市内全体の将来に亘る交通体系のあり方（各種交通手段との結節改善および連合運賃制度、特に、

浜寺駅前電停を、南海本線連続立体化工事を契機に改善のモデルケースとして検討すべきと考える。） 

・尐子高齢化社会における医療および福祉と交通の関係 

・環境面から見た交通のあり方（特に環境モデル都市として） 

・市内在住者をはじめ、市内への通勤者、来訪者にとっての交通のあるべき姿 

・市内観光振興のあり方と、移動ツール、誘客ツールとしての交通 

・周辺環境のユニバーサルデザイン（特に仁徳天皇陵古墳の世界遺産認定に向けて） 

・市内商工活性化と、公共交通に期待される役割 

・南大阪一帯（大阪市、泉州、河南、紀北）を俯瞰した中での堺市の位置づけとここでの交通のあり

方 

・国内、アジア、更には世界的な視野からの堺の位置づけと、有効な訴求手段の抽出 

                                                        

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦「阪堺線の再生・活性化に向けての取組み」についての意見 

 

絹川委員 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 



⑧「阪堺線の再生・活性化に向けての取組み」についての意見 

 

西口委員 

第１回の懇話会では、時間的不足もあり、皆様のご意見を充分聞けないまま終了しましたことは、残念でした

が、現状、今後の取り組み、良い意見などあれば、検討され、反映されていくとされます事、実際お伺いできな

かったと思っております。中途半端が一番いけないと思いますので、される事、出来る事、出来ない事を分けて、

１つ１つ考えて生きた投資をされるのが、望ましいと思います。２車両くらいは、全面ガラスの車イスを自動で

あげられるような、段差の無いスラップを使った明るいイメージの車両があればいいと思います。これは個人的

希望なのですが、利益が出ましたら、ぜひ高師浜線も考えていただければと思っています。出発点を高師浜から

にしていただけたらうれしいです。 

 福助さんの車両も全体的に尐し、くらいイメージがありますので、中ももっと明るく乗った方々に本当にこの

電車に乗れてラッキーだったなあ～と思ってもらえる車両にされた方がよい印象がもっと残ると思います。 

ご健闘願っております。ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


